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２０１６年 ７月 １２日

積水化学工業株式会社

CSR推進部環境経営グループ

上田 明弘

「生物を用いた水環境の評価・管理手法に関する検討会」（第２回）

積水化学グループにおける
WET手法を用いた排水評価の取り組み

資料１－１
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積水化学グループについて
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積水化学工業株式会社（SEKISUI CHEMICAL CO.,LTD.）

1947年3月3日

1,000億円

代表取締役社長 髙下貞二

23,901名（2016年3月末日現在）

10,963億円（2016年3月期連結ベース）

812億円（2016年3月期連結ベース）

大阪本社
〒530-8565  大阪市北区西天満2丁目4番4号
06-6365-4122
東京本社
〒105-8450  東京都港区虎ノ門2丁目3番17号
03-5521-0521
http://www.sekisui.co.jp/

１．会社概要
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２．沿革
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３．事業展開 分野の拡がり
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３．事業展開 売上構成
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WET手法を用いた排水評価の取り組み
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中期経営計画の基盤となるCSR経営では、「環境」は「品質」、
「人材」と並ぶ３つの“際立ち”の１つに位置づけ

『エコロジーとエコノミーの両立』 『環境は経営のど真ん中』

４．WET実施の目的

◆WETによる排水評価は現状、CSRの一環として実施
◆当社排水の実力を把握
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４．WET実施の意義

積水化学グループの
目指す姿

◆排水による環境負荷を生物多様性の保全の観点で
評価する指標としてWETは直接的でわかり易い。

◆水リスクに対する企業の取り組みが重視されており、
地域へ与える影響を一段高いレベルで評価できる。
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５．実施事業所の選定

公共用水域へ排水している事業所から排水量順に選定
（特定施設の有無、有害物質の使用、水質規制の有無は不問）
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95％の排水を
WETで確認済
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６．排水の特徴

事業所 排水の特徴

化学品工場
化学物質の合成、重合反応の反応水及び冷却水
汚濁負荷が高く排水処理施設で処理後に放流

樹脂加工工場
冷却水が中心、他にボイラードレン水
油水分離程度の処理後に放流

住宅工場
塗装排水が中心であり、水量は非常に少ない
排水処理施設で処理後に放流（WET未実施）

河川・湖沼

74%

農業用水路

4%

海域

18%

下水道

4%

◆事業所から排出される排水の特徴

◆排水先別水量の割合
※いずれの事業所も水濁法の排水基準は安定して遵守
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７．WET試験の結果 評価結果
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各事業所のWET試験の結果（最大無影響濃度）

魚類 ミジンコ 淡水藻類

◆魚類はほとんどの事業所で80％であり影響を受けにくい
◆ミジンコ、藻類は排水の性状に比較的敏感に反応している
◆樹脂加工３の藻類で10％未満 → 循環冷却水の添加剤の影響
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７．WET試験の結果 原因の推定

◆樹脂加工３の循環冷却水に使用している添加剤の安全データ
イソチアゾロン系殺菌剤

◆安全データシートの情報と添加濃度より、原因の一因と推定
◆添加量の検討で解決の可能性を見込み、現在保留中
◆排水のCODMnは最大5.3mg/Lであり、排水基準は順守
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８．排水先の河川の生物調査の実施

放流地点

下流地点

上流地点

化学品１、化学品2の2事業所で、工場排水の放流先の河川において
底生生物や魚類の生息状況の調査を実施

化学品２；河川流量による希釈倍率2.7～5.7倍（自治体データによる）
化学品１；河川流量データなし

◆両工場とも、排水放流地点の上流と下流で出現する種や種群
に大きな違いはなく、排水による影響は示唆されなかった。

◆化学品2工場のNOECはミジンコ27％、藻類33％であり、
河川流量により影響のでない程度まで希釈されている。
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９．外部発信

◆CSRレポート、Webに掲載（2014年度～）

◆雑誌、公演等で企業の水リスク
対策の一環としてWETの実施を紹介

「JAPAN Water Styleミーティング」エコプロ展2015
「JAPAN Water Style」サミット with CDP’s Global Water Forum 2015

「企業の水リスク対策」橋本淳司氏 雑誌「エルオネス」2016.4
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１０．WET実施の課題、要望

WETの課題
◆実施事業者の費用負担が大きい。（２桁オーバー）
◆日常管理の指標としにくい。

・評価に日数が掛かり過ぎる
・結果の数値が大雑把過ぎる

本検討会への要望
◆WET導入済みの諸外国と比較し、日本の水環境は劣って

いるのか、化学物質による汚濁状況を示し、達成したい
水環境の姿をもっと周知されてはどうか。

◆規制対象とする事業者の業種、規模は早めに決定。
◆低コスト、短納期の試験方法に改善。
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